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新技術の概要
半永久的に電荷を保持するエレクトレットと誘電エラストマーを薄膜状に積層
した人工皮膚を開発しました。フレキシブルなため、曲面や複雑形状への貼り
付けが可能です。さらに、電源不要で接触位置検出ができます。

本発明による人工皮膚は、従来に比べて柔軟性に優れ柔らかい素材や複雑な形状と
の親和性が高い。また電圧印加が不要で配線や電源を最小限に抑えることができる。

• 電源不要で接触位置検出
• 膜状でフレキシブル
• 柔らかい素材や曲面，複雑な形状へ貼り付け可能

電源不要で接触位置を検出する人工皮膚
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新技術の原理 半永久的に帯電させたエレクトレット（図１（左）の黄色部分）をシリ
コンと電極で挟んで、これを押すことで電荷が下の電極から上の電極に移動する。これにより電
圧が発生し、接触を検知できる（図１（右））。

図１．接触を検知する人工皮膚（左：原理、右：接触検知）

新技術による接触位置検出

本発明では、接触検知だけでなく、接触位置や接触した力の検出も可能である（図２、図３）。

図２．接触位置および力の検出の原理
図３．接触位置検出の原理確認実験
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